
2018年度に総合診療専門医が19の基礎領域の一つに位置付けられ、
新たな専門医養成が始まりました。
当院が有する養成プログラムでの到達目標は

①包括的統合アプローチ

②一般的な健康問題に対する診療能力
③患者中心の医療・ケア
④連携重視のマネジメント
⑤地域包括ケアを含む地域志向アプローチ
⑥公益に資する職業規範
⑦多様な診療の場に対応する能力 の７つです。

その医師像はプライマリ・ケアから病院総合診療まで幅広い対応が可能な
日本型の総合診療医です。その背景の一つには超高齢化社会により必要な
医療が変化していることがあります。若年者が減っていく昨今にあっては「支
える医療」のニーズが増しています。急がれる地域包括ケアシステムの構築
においても地域全体を俯瞰的に見ながら連携重視のマネジメントを行う総合
診療医の活躍が期待されています。

二つ目は専門医療の高度細分化と実際の医療ニーズとの乖離があること
です。もちろん専門医療の高度化・細分化とともに発展した医学の恩恵は計
り知れません。しかし臨床の現場において興味の対象が専門分野に集中する
ことで「病気を診て患者を診ない」と揶揄されることもあります。各専門科が
充実した病院であっても、臓器・診療科を特定できない症候への対応、適切
な診療科への振り分け、ドクターショッピングやポリファーマシー等への対応は
求められ、身体・心理・社会的アプローチで全人的かつ包括的に対応する総
合診療医の役割は大きいと言えます。

そのような中、日高病院の総合診療内科に、いわゆる「ジェネラリスト
のマインド」を持った熱意のある若手医師の入職が続き、充実した診療体
制が確立されてきました。急性期病院としては引き続き、救急科と協力し２４
時間３６５日救急患者を受け入れてまいります。また総合診療内科外来も設
置しており、幅広い領域の疾患に対応しています。地域の先生におかれまして
は、診療に苦慮される患者さんや精密検査が必要な患者さん、待機的にでも
入院が必要な患者さんなど、お気軽に総合診療内科外来にご紹介いただけ
れば幸いです。 （副院長/総合診療内科部長 石山 延吉）
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どの診療科に紹介
しようか？

色々な症状があるけ
ど、全部まとめて診
てくれる病院は？

これから診察して
もらいたい・・

・どの科に受診させたらよいか分からない。
・色々な症状があるけど複数の医療機関や診療科に紹介するのは大変。
・予約外だが当日中（午前）に受診させたい。
・専門医のいない診療領域も可能な範囲で対応して欲しい。

日高病院 『総合診療内科』へご紹介ください

・予約の有無に関わらず紹介状のある患者様を対象とさせていた
だきます。

・初診および再診を混合して診療しています。予約優先となりま
すので、 事前の電話予約をお勧めします。この際、紹介状の
事前FAXをお願います。

・未診断の症例、診療科選定が難しい症例などを積極的にご紹介
ください。

・当日の受付は午前11:30締め切りとなります。これ以降の当日救
急紹介は、 内科救急担当医（全科交替制）にて対応いたします。

＜ 診療受け入れについて ＞

このようなニーズにお応えします

このようなことで
お困りでしたら・・

FAX 027-362-0217
📨 renke i0217@hidaka-kai .com

027-362-6201



＜医師の紹介＞

副院長
総合診療内科部長

石山 延吉 （いしやま のぶよし）

経歴
１９９２年 群馬大学医学部卒業

資格
日本内科学会総合内科専門医
日本専門医機構臨床検査専門医
日本専門医機構内分泌代謝・糖尿病内科領域指導医
日本専門医機構総合診療領域特任指導医
日本病院総合診療医学会認定医
群馬大学医学部非常勤講師
認知症サポート医

病診連携室室長
総合診療内科主任医長

平山 恭平 （ひらやま きょうへい）

経歴
2014年 自治医科大学医学部卒業

資格
家庭医療指導医
プライマリ・ケア認定医
日本内科学会認定内科医
認知症サポート医
難病指定医
医師少数区域経験認定医師

救急外来副センター長
総合診療内科医員

江原 幸康 （えはら ゆきやす）

資格
日本救急医学会救急科専門医
臨床研修指導医
緩和ケア研修会

これまで沖縄県の離島や群馬県の
山間部のへき地診療所で何でも診
てきました。総合診療医として幅広
い疾患に対応するだけでなく、総合
診療医の本質である家庭医療学
の専門性を活かして患者さんを少
しでも良くできるように日々診療し
ていきます。一般的な疾患～診断
困難な病態の方の精査加療、複雑
な背景がある方や地域・介護との
連携を要する方の対応、救急疾患
の対応など、何でも相談して下さい。

2024年４月から総合診療内科に
着任しました。佐賀県出身で、元々
は理学系、医学系研究科などに属
した時期もありましたが、話をするの
が好きな性格で、結果的には内科
系臨床で働くようになりました。目指
すは救急と総合診療の両者で、ど
のような患者様が来られても初期
診療を行いながら、治療に結びつけ
る医療を実践して参ります。皆様に
少しでも貢献できるよう精進して参
りますので、どうぞよろしくお願い申
し上げます。

総合診療内科医員

大句 哲也 （だいく てつや）

経歴
2020年 慶應義塾大学医学部卒業

出身は中国の江蘇省で2010年に来
日し、関西で日本語を勉強し、その後
看護大学に進学し保健師と看護師免
許を取得しました。看護師として関西
の病院で3年間勤務しました。この間
に医師国家予備試験に合格し筑波大
学附属病院で一年間の実地修練を
経て日本の医師免許を取得しました。
初期研修も筑波大でした。
総合診療科に興味があり、今年度か
ら日高病院の総合診療専攻医として
入職しました。
人としても医師としてもまだまだ未熟
だと日々痛感しております。ご指導の
ほど宜しくお願い致します。

総合診療内科医員

内田 大貴 （うちだ だいき）

経歴
2021年 群馬大学医学部卒業

資格
認知症サポート医

総合診療内科医員

陸 衛洲 （りく えいしゅう）

経歴
2010年 江蘇大学医学部卒業

資格
医師、保健師、看護師（全て日本）

２０２０年４月、日高病院に入職。
初期研修を経て、総合診療内科
専攻医３年目になります。
現在は群馬県北部の総合病院
で外部研修中ですが、１０月より
日高病院へ戻ります。高崎市や
その周辺地域の病院、診療所等
の先生方と連携することを心掛
け、患者様一人一人に最適な医
療環境の提供に努めて参ります
ので、よろしくお願いいたします。

日高病院での初期研修を経て、２０２
３年より総合診療内科に所属させて
いただいております。まだまだ経験が
浅い分、何よりも経験を、症例数を積
まなければならないと日々感じており
ます。若輩者ではございますが、地域
医療を盛り上げるために、何事も全
力でやらせていただきますのでよろし
くお願いいたします。

医師の紹介
近年、超高齢化を迎えた地域医
療を支えるために、患者さん一人
一人の生活の質に配慮し、全身を
診る臓器横断的な診断・治療を
行える総合診療医のニーズが高
まっています。実際、日高病院では
2020年開始の総合診療専門研
修プログラムに合計7名の採用実
績があります。今年度のスタッフも
それぞれが意気込みを持って日々
の診療を行なっています。先生の
お忙しい外来診療において、さら
なる精査や入院加療が必要な患
者さんがいらっしゃればお気軽に
当科にご連絡ください。
どうぞよろしくお願い申し上げます。


